
こ
の
作
品
は
、
享
保

庫
」
二
十
三
編
に
入

品
と
言
う
こ
と
が
で

主
人
公
源
義
経
に

る
大
日
の
法
と
い
う

の
湊
か
ら
航
海
に
出

の
都
に
到
着
す
る
。

は
じ

中
世
末
か
ら
近
世

四
百
種
類
に
及
ぶ
。

を
取
り
上
げ
た
い
。

『
義
経
記
』
な
ど
の
周

御
伽
草
子

御
伽

期
に
渋
川
清
右
衛
門
に
よ
っ
て
刊
行

っ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
御
伽
草
子
の

き
よ
う
。

藤
原
秀
衡
が
、
蝦
夷
が
島
（
千
島
）
の

兵
法
を
取
得
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。
そ

る
の
で
あ
る
が
、
途
中
様
々
な
島
を
巡

そ
こ
は
か
ね
ひ
ら
大
王
の
治
め
る
鬼
の

め
に

初
期
に
制
作
さ
れ
た
御
伽
草
子
と
称
さ

本
稿
で
は
そ
の
中
で
も
、『
御
曹
子
島

義
経
を
主
人
公
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
判

辺
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
作

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

草
子
『
御
曹
子
島
渡
』

さ
れ
た
「
御
伽
文

中
で
も
重
要
な
作

喜
見
城
の
都
に
あ

こ
で
義
経
は
と
さ

っ
た
後
、
喜
見
城

島
で
あ
っ
た
。
義

に
よ
る
兵
法

『
義
経
記
』
巻

や
こ
ば
な
し

『
義
経
記
』

経
は
兵
法
を

れ
る
作
品
は
、
約

渡
』
と
い
う
作
品

官
物
で
あ
る
た
め
、

品
で
あ
る
。
ま
た

経
の
吹
く
笛

く
。
義
経
は

え
、
天
女
と

れ
る
。
そ
の

帰
還
す
る
と

物
語
の
前

と
江
の
島
弁
才
天

取
得
譚
と
な
っ
て
い
る
。
義
経
の
兵
法

二
「
義
経
鬼
一
法
眼
が
所
へ
御
出
の

』『
み
な
つ
る
』
な
ど
の
鬼
一
法
眼
譚

一
、『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島

や
御
伽
草
子
『
判
官
み
や
こ
ば
な
し

持
つ
鬼
一
法
眼
と
い
う
人
物
の
娘
と
契

に
感
心
し
た
鬼
達
は
、
義
経
を
か
ね
ひ

酒
宴
で
、
大
王
の
娘
で
あ
る
朝
日
天
女

契
り
を
結
ぶ
。
そ
し
て
天
女
の
助
け
を

後
天
女
と
別
れ
、
追
い
か
け
て
来
た
鬼

い
う
話
で
あ
る
。

半
が
義
経
の
島
巡
り
と
い
う
異
郷
遍
歴 一

吉

田

取
得
譚
の
一
種
で
あ
り
、

事
」、
御
伽
草
子
『
判
官
み

が
基
に
な
っ
て
い
る
。

弁
才
天

』『
み
な
つ
る
』
で
は
、
義

り
、
娘
の
援
助
に
よ
っ
て

ら
大
王
の
許
へ
連
れ
て
行

に
笛
を
吹
い
て
思
い
を
伝

借
り
て
、
兵
法
を
手
に
入

達
を
振
り
切
り
、
日
本
へ

譚
、
後
半
が
女
性
の
援
助

六
〇

桂

子



御
伽
草
子

い
る
論
文
は
、
こ
れ

島
に
は
竜
神
を
め
ぐ

「
竜
女
で
あ
る
」
と
さ

つ
（
中
略
）
弁
財
天

イ
ン
ド
の
水
の
女
神

た
へ
ん
そ
の
た

こ
の
部
分
は
義
経

殺
さ
れ
る
場
面
の
直

る
記
述
は
な
く
、『
御

天
女
を
江
の
島
弁
才

に
用
い
ら
れ
た
意
図

『
御
曹
子
島
渡
』
と

に
よ
っ
て
兵
法
を
取

い
る
の
で
あ
る
が
、

天
女
の
み
が
持
っ
て

る
。

こ
の
天
女
の
本

ま
の
べ
ん
ざ
い

御
よ
に
な
さ
ん

兵
法
を
取
得
す
る
。

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

ま
で
あ
ま
り
出
さ
れ
て
い
な
い
。
島
内

る
種
々
の
伝
承
が
存
在
す
る
」
こ
と
か

れ
、「
弁
財
天

蛇

竜

鬼
、
と
い

は
水
辺
に
祀
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
起

で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
中
略

め
、
か
や
う
の
方
便
有
と
か
や
。

を
日
本
へ
逃
し
た
後
、
父
の
大
王
に
よ

後
に
位
置
し
て
い
る
。
鬼
一
法
眼
譚
に

曹
子
島
渡
』
独
自
の
部
分
と
言
え
る

天
と
す
る
記
述
に
注
目
し
、
江
の
島
弁

を
探
っ
て
み
た
い
。

江
の
島
弁
才
天
と
の
関
係
に
つ
い
て

得
す
る
。
鬼
一
の
娘
と
朝
日
天
女
は
同

他
の
兵
法
取
得
譚
に
は
な
い
、『
御
曹

い
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
こ
の

地
を
く
は
し
く
た
つ
ぬ
る
に
、
日
本
さ

て
ん
の
け
し
ん
也
。
よ
し
つ
ね
を
あ
は

た
め
、
お
に
の
む
す
め
に
む
ま
れ
さ
せ

『
御
曹
子
島
渡
』
で
も
鬼
の
娘
で
あ
る

景
二
氏
は
「
江
の

ら
、
朝
日
天
女
は

う
図
式
が
成
り
立

源
を
遡
れ
ば
古
代

）
彼
女
（
朝
日
天

次
に
河
北

が
勧
請
さ
れ

え
る
。

し
か
し
こ

る
。『
御
曹
子

っ
て
朝
日
天
女
が

は
娘
を
神
仏
と
す

。
本
稿
で
は
朝
日

才
天
が
こ
の
物
語

直
接
触
れ
ら
れ
て

あ
る
。」
と
言

島
内
氏
の

が
水
と
関
わ

る
通
り
で
あ

る
の
は
、
江

で
あ
る
。
つ

き
る
が
、
江

じ
役
割
を
担
っ
て

子
島
渡
』
の
朝
日

よ
う
な
記
述
が
あ

が
み
の
国
ゑ
の
し

れ
み
、
げ
ん
じ
の

た
ま
ひ
、
兵
法
つ

水
を
入
れ
て

す
べ
て
は
彼

る
。
ま
た
、

の
島
弁
財
天

請
さ
れ
た
の

し
た
理
由
だ

弁
財
天
は
か

朝
日
天
女
の
援
助

女

引
用
者

一

氏
の
御
論
を
見
て
み
た
い
。
秀
衡
調
伏

た
と
い
う
記
事
は
、『
吾
妻
鏡
』
寿
永

の
記
事
を
直
接
こ
の
物
語
に
結
び
付
け

島
渡
』
の
中
に
も
秀
衡
は
登
場
す
る

わ
れ
て
い
る
。

御
論
で
あ
る
が
、
水
の
神
で
あ
る
弁
才

り
を
持
っ
て
い
る
点
に
関
連
が
あ
る
と

る
。
し
か
し
、
弁
才
天
が
水
の
神
で
あ

の
島
弁
才
天
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く

ま
り
、『
御
曹
子
島
渡
』
に
弁
才
天
が

の
島
で
あ
る
必
然
性
は
こ
れ
だ
け
で
は

行
な
う
濡
手
の
法
で
義
経
に
自
ら
の
死

女
の
本
性
が
〈
水
の
女

だ
か
ら
で
あ

河
北
洋
子
氏
は
「
源
氏
に
関
係
が
深
い

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

が
こ
の
神
社
の
始
ま
り
だ
っ
た
こ
と
も

と
考
え
ら
れ
る
。（
中
略
）『
御
曹
子
島

ね
ひ
ら
大
王
（
秀
衡
）
調
伏
の
功
徳
を

注
）
が
海
の
彼
方
の
千
島
に
い
る
の
も

六
一

を
目
的
に
江
の
島
弁
才
天

元
年
四
月
五
日
の
条
に
見

て
し
ま
う
の
は
無
理
が
あ

が
、
物
語
中
で
の
秀
衡
は
、

天
の
性
質
と
、
朝
日
天
女

い
う
の
は
、
氏
の
言
わ
れ

り
竜
神
と
結
び
つ
い
て
い

、
弁
才
天
と
し
て
の
性
質

登
場
す
る
理
由
は
説
明
で

説
明
で
き
な
い
。

を
伝
え
た
と
さ
れ
る
の
も
、

ろ
う
。」
と
言
わ
れ
て
い

女
神
と
言
え
ば
、
ま
ず
江

く
、
秀
衡
調
伏
の
為
に
勧

江
の
島
弁
財
天
を
本
地
と

渡
』
の
中
で
は
、
江
の
島

明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で

、
建
盞
（
茶
碗
）
の
中
に



ま
ず
江
の
島
弁
才

氏
『
江
島
弁
財
天
信

史
』
が
江
の
島
研
究

く
考
察
さ
れ
て
い
る

る
史
料
の
中
で
、『
御

上
で
重
要
な
も
の
を

は
考
え
に
く
い
。
そ

わ
れ
て
い
る
が
、
そ

な
い
。

本
稿
で
は
江
の
島

描
か
れ
る
江
の
島
を

い
。

二
、

御
伽
草
子

義
経
に
大
日
の
法
の

ま
た
、
義
経
が
兵
法

「
源
氏
百
代
の
代
と
な

な
し
。」
と
あ
る
。
こ

と
を
心
か
ら
望
ん
で

王
と
秀
衡
と
を
同
一

天
の
信
仰
の
歴
史
に
つ
い
て
見
て
い
き

仰
史
』、
そ
し
て
そ
れ
を
参
考
に
編
纂

の
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
江
の
島
弁
才

。
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
に
お
け
る
江
の

曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天
と
の

挙
げ
さ
せ
て
頂
い
た
。

し
て
ま
た
、
江
の
島
弁
才
天
は
源
氏
に

の
根
拠
は
こ
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
し

弁
才
天
の
信
仰
の
歴
史
、
そ
し
て
同
時

考
察
し
た
上
で
、『
御
曹
子
島
渡
』
と

江
の
島
弁
才
天
に
つ
い
て

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

存
在
を
教
え
る
と
い
う
航
海
の
動
機
付

を
手
に
入
れ
奥
州
に
戻
っ
て
き
た
時

ら
ん
こ
と
う
た
が
ひ
な
し
と
て
、
よ

こ
か
ら
義
経
の
保
護
者
で
あ
り
、
源

い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
よ
っ
て
、

視
し
、
江
の
島
弁
才
天
が
秀
衡
調
伏
を

た
い
。
是
沢
恭
三

さ
れ
た
『
藤
沢
市

天
の
歴
史
が
詳
し

島
弁
才
天
に
関
す

関
わ
り
を
考
え
る

云
々
。

以
降
、
将

の
参
詣
（
建

十
二
日
）
が

将
軍
家
の
命

『
吾
妻
鏡
』
に

ま
た
、『
太

関
係
が
深
い
と
言

か
挙
げ
て
お
ら
れ

代
の
文
学
作
品
に

の
関
係
を
論
じ
た

江
の
島
弁

れ
て
い
た
『

源
頼
朝
は
文

朝
自
ら
鳥
居

五
日
乙

為
祈

故
以
令

け
の
役
割
を
担
う
。

、
秀
衡
の
様
子
は

ろ
こ
ぶ
事
か
ぎ
り

氏
の
代
と
な
る
こ

鬼
の
か
ね
ひ
ら
大

象
徴
し
て
い
る
と

江
島
神
社

宮
・
中
津
宮

れ
て
い
る
。

宮
と
本
宮
で

院
、
上
之
宮

い
た
。

今
日
即
被
立
鳥
居
。
其
後
令
還
給

軍
頼
家
の
参
詣
（
建
仁
元
年
六
月
一
日

保
四
年
三
月
十
六
日
）、
将
軍
頼
経
の

『
吾
妻
鏡
』
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
祈

に
よ
っ
て
度
々
江
の
島
の
龍
穴
で
行

は
庶
民
が
参
詣
し
た
記
録
も
残
っ
て

平
記
』
巻
五
「
時
政
参
籠
榎
島
事
」

才
天
が
歴
史
上
初
め
て
現
れ
る
の
は
、

吾
妻
鏡
』
寿
永
元
年
の
記
事
と
さ
れ
る

覚
に
秀
衡
調
伏
の
た
め
に
、
弁
才
天
を

を
奉
納
し
て
い
る
。

巳
。
武
衛
令
出
腰
越
辺
江
島
給
。

武
衛
御
願
。
奉
勧
請
大
弁
才
天
於
此

監
臨
給
。
密
議
。
此
事
為
調
伏
鎮 一

は
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
位
置
し
、
現

・
辺
津
宮
・
御
窟
が
あ
り
、
そ
の
総
称

明
治
以
前
は
本
宮
旅
所
、
上
之
宮
、
下

あ
る
御
窟
に
弁
才
天
が
祀
ら
れ
て
い
た

に
は
上
之
坊
、
下
之
宮
に
は
下
之
坊
と。）

や
将
軍
実
朝
の
御
台
所

参
詣
（
安
貞
二
年
四
月
二

雨
の
法
や
七
瀬
の
祓
が
、

な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

い
る
。

に
は
、
北
条
時
政
が
江
の

河
北
氏
の
御
論
で
触
れ
ら

。
寿
永
元
年
四
月
五
日
、

江
の
島
に
勧
請
さ
せ
、
頼

（
中
略
）
是
高
雄
文
学
上
人
。

島
。
始
行
供
養
法
之
間
。

守
府
将
軍
藤
原
秀
衡
也

六
二

在
の
江
島
神
社
に
は
奥
津

と
し
て
江
島
神
社
と
呼
ば

之
宮
の
三
宮
で
、
こ
の
三

。
そ
し
て
本
宮
に
は
岩
本

い
う
別
当
寺
が
存
在
し
て



御
伽
草
子

申
候
、
於

天

十
月
六
日

江
島岩

本
坊

一
九
四
六

北

そ
の
後
、
古
河
公
方

て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
、「
岩

の
中
で
北
条
氏
忠
の

一
九
六
二

北

「
岩
本
坊

（
包
紙
、
ウ
ハ

江
島
岩
屋
宮
御

う
有
名
な
三
つ
鱗
の

将
軍
家
と
北
条
氏
の

る
。鎌

倉
幕
府
滅
亡
後

し
て
い
た
と
さ
れ
る

「
岩
本
院
文
書
」
と
い

っ
た
岩
本
院
所
蔵
の

島
に
参
籠
し
、
子
孫

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

前
、
弥
武
運
長
久
御
祈
念
頼
入
外
無
他

氏
忠
（
花
押
）

条
氏
康
書
状

四
代
目
晴
氏
ま
で
江
の
島
と
の
関
係
は

本
院
文
書
」
に
は
後
北
条
氏
関
係
の

書
状
、
氏
康
の
書
状
を
例
に
挙
げ
る
。

条
氏
忠
書
状

氏
忠
」

書
）

還
宮
之
由
、
誠
珍
重
之
至
候
、
仍
太
刀

紋
の
話
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
是
沢
氏
は

信
仰
を
江
の
島
弁
才
天
は
集
め
て
い
た

、
室
町
時
代
に
は
足
利
成
氏
に
始
ま
る

。
そ
れ
を
示
す
史
料
と
し
て
「
岩
本
院

う
の
は
、
当
時
江
の
島
弁
才
天
の
総

文
書
の
こ
と
で
、
そ
の
中
に
成
氏
の
感

繁
昌
を
祈
り
、
鱗
を
江
の
島
弁
才
天
か

事
候
、
恐
々
敬
白
、

ど
が
行
な
わ

「
岩
本
院
文
書

の
が
あ
る
。

相
模
国

御
座
候

続
い
た
と
言
わ
れ

史
料
が
多
い
。
そ

一
腰
并
馬
一
疋
進
納

ノ
鱗
ト

略
）
亦

奉
リ
。

と
あ
り
、
こ

た
の
も
、
北

江
戸
時
代

た
め
江
の
島

鎌
倉
時
代
に
は
、

と
述
べ
て
お
ら
れ

古
河
公
方
が
信
仰

文
書
」
が
あ
る
。

別
当
の
地
位
に
あ

状
が
残
っ
て
い
る
。

々
可
被卯

岩
本

傍
線
部
を

書
状
で
あ
る

勝
祈
願
を
示

就
中
弁

ら
授
か
っ
た
と
い

就
出
陣

一

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
是
沢
氏
が
挙
げ

」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
口
上
書
に
、

江
嶋
本
宮
岩
屋
辨
財
天
之
儀
者
、
古
よ

ニ
付
、
東
照
宮
様
御
代
初
、
天
下
御
安

カ
ヤ
。
御
当
家
ニ
ハ
殊
更
御
崇
敬
最
ナ

御
城
北
ノ
堀
ノ
内
ヘ
。
即
法
印
ヲ
以
テ

当
城
ノ
鎮
守
ト
崇
メ
奉
リ
。
武
運
ノ
長

こ
か
ら
是
沢
氏
は
、
後
北
条
氏
が
江
の

条
氏
の
江
の
島
信
仰
が
影
響
し
て
い
た

に
な
る
と
、
幕
府
が
江
の
島
か
ら
近
い

弁
才
天
は
将
軍
家
代
々
の
祈

所
と
な

抽
精
誠
候
、
恐
々
謹
言
、

月
十
七
日

氏
康
（
花
押
）

坊見
る
と
、
武
運
長
久
の
祈
願
や
出
陣
の

こ
と
が
分
か
る
。
後
北
条
氏
関
係
の
書

す
語
が
多
く
見
ら
れ
た
。『
相
州
兵
乱

財
天
ハ
観
音
ノ
御
分
身
。
北
条
家
ノ
守

、
天
前
江
神
馬
奉
進
納
候
、
本
意
之
上

六
三

て
お
ら
れ
る
史
料
の
中
で
、

両
御
丸
御
年
寄
中
宛
の
も

り
源
家
代
々
御
尊
敬
厚
く

全
之
御
祈

被
仰
付
、
御

リ
ト
委
ク
演
説
ス
。（
中

江
ノ
島
ノ
弁
財
天
ヲ
移
シ

久
ヲ
祈
ラ
レ
ケ
リ
。

島
弁
才
天
を
信
仰
し
て
い

こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
に
開
か
れ
た
。
そ
の

り
、
将
軍
の
平
癒
祈
願
な

際
の
戦
勝
祈
願
の
た
め
の

状
に
は
、
こ
の
よ
う
な
戦

記
』
に
は
、

護
神
。
御
紋
ハ
斯
レ
大
蛇

者
、
必
参
詣
可
申
候
、
能



か
ら
は
る
か
後
で
あ

主
張
し
て
い
る
こ
と

の
島
弁
才
天
を
信
仰

わ
り
の
み
を
主
張
す

あ
る
こ
と
は
注
目
す

い
文
学
作
品
か
ら
、

す
べ
き
こ
と
で
あ
る

で
源
氏
の
信
仰
を
強

盛
ん
に
な
る
。
今
は

に
作
品
成
立
後
で
あ

以
上
、
江
の
島
弁

で
も
注
目
す
べ
き
は

朝
以
下
鎌
倉
将
軍
家

御
伽
草
子

札
献
上
仕
、
夫

年
度
が
記
さ
れ
て

祈

札
を
献
上
し
て

仰
を
江
の
島
側
が
主

し
か
し
そ
れ
以
上

源
氏
は
代
々
江
の
島

る
江
戸
時
代
に
、
江
の
島
側
が
自
ら
源

か
ら
も
分
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同

し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
鎌
倉

べ
き
で
あ
る
。
次
に
『
御
曹
子
島
渡
』

江
の
島
弁
才
天
の
姿
を
探
っ
て
み
た
い

。
徳
川
氏
が
源
氏
を
名
乗
っ
て
い
た
た

調
し
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
中
期
頃
か

『
御
曹
子
島
渡
』
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
江
戸
中
期
以
降
に
つ
い
て
は
省
略
す

才
天
の
信
仰
の
歴
史
を
見
て
き
た
の
で

源
氏
と
北
条
氏
の
信
仰
で
あ
る
。
源
氏

を
初
め
、
足
利
氏
、
徳
川
氏
と
続
い
て

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

よ
り
長
日
御
祈

修
行
仕
、
御
代
々
御

い
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
家
康
の
時
代

い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
家
康
か
ら

張
し
て
い
る
。

に
、「
古
よ
り
源
家
代
々
御
尊
敬
厚
く

弁
才
天
を
信
仰
し
て
き
た
と
主
張
し
て

氏
と
の
関
わ
り
を

時
に
北
条
氏
が
江

単
に
源
氏
と
の
関

政
権
の
担
い
手
で

の
成
立
年
代
に
近

。

わ
ん
ね

こ
れ
に
よ

名
本
で
は
八

あ
る
と
さ
れ

し
い
。
宇
賀

持
弓
箭
刀
矛

受
け
た
八
臂

め
、
口
上
書
の
中

ら
庶
民
の
信
仰
が

る
の
で
、
明
ら
か

る
。

あ
る
が
、
そ
の
中

に
よ
る
信
仰
は
頼

い
る
。
鎌
倉
時
代

縁
起
』
に
描

真
名
本
（

于
時
天

侍
立
。

仮
名
本
（

そ
も

ん
じ
ゆ

札
献
上
仕
候

か
ら
天
下
安
全
の

続
く
将
軍
家
の
信

」
と
、
古
く
か
ら

い
る
こ
と
は
注
目

江
の
島
が

目
し
た
い
。

『
江
島
童
子
』

籠
榎
島
事
」

ん
に
い
た
る
ま
て
三
百
七
十
三
ね
ん
の

る
と
、
二
臂
で
琵
琶
を
抱
え
た
姿
の
妙

臂
弁
才
天
、
仮
名
本
に
な
る
と
増
補
が

る
。
宇
賀
弁
才
天
に
つ
い
て
は
、
山
本

弁
才
天
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の

斧

長
杵
鐵
輪
并
羂
索
」
と
い
う

の
姿
で
、
福
徳
を
与
え
、
悪
神
を
降
伏

か
れ
る
江
の
島
弁
才
天
を
見
て
み
た
い

江
島
神
社
蔵
本

享
禄
四
（
一
五
三
一

女
忽
然
雲
上
現
前
。
其
形
端
厳
微
妙
八

江
島
神
社
蔵
絵
巻
、
岩
本
院
本
（
室
町

り
う
く
う
う
が
べ
ん
さ
い
て
ん
に
よ

三
ね
ん
じ
か
く
大
し
の
さ
う

よ
り 一

三
、
江
の
島
弁
才
天
と
軍
神
信
仰

登
場
す
る
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

謡
曲
に
は
『
江
島
』『
江
島
童
子
』『
鱗

は
『
江
島
縁
起
』
に
、『
鱗
形
』
は

に
拠
っ
て
い
る
。
最
初
に
謡
曲
の
典
拠

れ
き
な
り
。

音
弁
才
天
で
は
な
く
、
真

な
さ
れ
、
宇
賀
弁
才
天
で

ひ
ろ
子
氏
の
御
研
究
が
詳

「
常
以
八
臂
自
荘
厳

各

八
臂
弁
才
天
か
ら
影
響
を

す
る
と
い
う
性
質
を
持
つ

。）
年
書
写
の
奥
書
）

臂
具
足
、
左
天
女
右
童
子

後
期
写
）
を
模
写
）

は
、
も
ん
と
く
天
わ
う
に

こ
の
か
た
、
し
や
う
し
く

六
四｜

｜
謡
曲
を
中
心
に

い
が
、
最
初
に
謡
曲
に
注

形
』
が
あ
り
、『
江
島
』

『
太
平
記
』
巻
五
「
時
政
参

と
な
っ
て
い
る
、『
江
島



御
伽
草
子

剣
を
引
つ
提
げ

敵
を
払
は
ば
。

と
弁
才
天
が
身
を
変

て
い
る
。

『
金
光
明
最
勝
王
経

の
よ
う
に
「
福
寿
円

し
か
し
福
神
と
い

「
天
女
龍
神
と
形
を
顕

武
運
長
久
所
願
成
就

「
武
運
長
久
」
と
い
う

我
世
の
中
に
、

指
上
は
、
我
神

金
井
清
光
氏
は
縁

福
神
信
仰
が
表
わ
れ

『
江
島
』
や
『
江
島
童

衆
生
済
度
の
そ

比
楽
後
生
浄
土

我
を
信
ぜ
ん
輩

は
、
福
寿
円
満

と
い
う
。

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

。
ふ
げ
ん
せ
き
し
つ
の
、
鬨
を
作
つ
て

其
身
も
息
災
、
安
穏
な
る
べ
し
。

じ
て
敵
を
払
う
と
い
う
、
軍
神
と
し
て

』
に
は
「
於
軍
陣
處
戦
恒
勝

長

満
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。

う
性
質
だ
け
で
は
な
い
。
謡
曲
『
江

は
し
、
七
難
即
滅
七
福
即
生
、
悪
事

と
宣
ふ
御
声
も
あ
ら
た
に
聞
こ
え
」
と

語
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
謡
曲
『
鱗
形

あ
ら
ん
程
。
た
と
ひ
四
敵
の
、
寄
せ
来

通
の
、
身
を
変
じ
て
。
解
脱
の
楯
と
な

起
を
典
拠
と
し
た
謡
曲
『
江
島
』『
江

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
氏
の
ご

子
』
で
は
、

の
御
方
便
も
。
ま
づ
福
寿
円
満
の
願
ひ

曇
ら
ぬ
宝
珠
を
君
に
捧
げ
ん
（『
江
島

は
、

薩
羅
薩
伐
帝
曳
娑
婆
訶
と
、
朝

快
楽
と
守
る
べ
し
。（『
江
島
童
子
』）

。
無
明
懺
悔
の
、

の
性
質
が
表
わ
れ

養
調
伏
心
慈
忍
」

が
あ
る
。『
浜

三
日
の

ま
い
で

ゆ
い
の

し
ま
の

島
童
子
』
に
は
、

災
難
を
悉
く
払
ひ
、

い
う
部
分
も
あ
り
、

』
に
は
、

る
と
も
。
此
旗
を

り
、
六
所
三
明
の
、

れ
る
。
江
の

と
言
え
る
。

次
に
、『
御

才
天
は
ど
の

登
場
す
る
作

島
童
子
』
に
は
、

指
摘
通
り
、
謡
曲

を
叶
へ
。
現
受
無

』）暮
唱
ふ
る
衆
生
に

う
に
、
江
の

れ
る
弁
才
天

条
氏
が
軍
神

質
を
考
え
る

江
の
島
弁

持
っ
て
い
る

を
す
る
の
が

と
、
弁
才
天

一

出
草
紙
』『
唐
糸
さ
う
し
』
の
該
当
部

日
の
ざ
つ
し
や
う
に
は
、
江
の
島
ま
ふ

と
ぞ
き
こ
え
け
る
。（『
浜
出
草
紙
』）

は
ま
に
た
つ
な
み
は
、
い
く
し
ま
江
の

ふ
く
で
ん
は
、
ふ
く
じ
ゆ
か
い
む
り
や

島
弁
才
天
は
兵
法
取
得
を
成
就
さ
せ
る

四
、
江
の
島
弁
才
天
と
源
氏
奉
祝

曹
子
島
渡
』
と
同
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

よ
う
な
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
江
の

品
を
挙
げ
る
と
、『
頼
朝
の
最
期
』『
浜

島
弁
才
天
勧
請
の
目
的
は
怨
敵
調
伏
で

は
武
器
を
持
つ
八
臂
弁
才
天
と
言
わ
れ

と
し
て
信
仰
し
て
い
た
背
景
に
も
、
弁

こ
と
が
で
き
る
。

才
天
が
福
神
と
し
て
の
性
格
と
同
時
に

と
い
う
こ
と
は
、『
御
曹
子
島
渡
』
に

江
の
島
弁
才
天
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と

の
軍
神
と
し
て
の
性
質
が
示
さ
れ
て
い

六
五

分
を
引
用
す
る
。

で
に
こ
と
よ
せ
て
、
御
は

し
ま
つ
ゞ
い
た
り
、
ゑ
の

う
の
ほ
う
じ
ゆ
を
い
だ
き

女
神
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

御
伽
草
子
で
、
江
の
島
弁

島
弁
才
天
或
は
江
の
島
が

出
草
紙
』『
唐
糸
さ
う
し
』

あ
る
が
、
調
伏
に
用
い
ら

て
い
る
。
加
え
て
、
後
北

才
天
の
軍
神
と
し
て
の
性

、
軍
神
と
し
て
の
性
格
も

お
い
て
兵
法
伝
授
の
援
助

関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

る
。
ま
た
先
に
触
れ
た
よ



お
り
、
江
の
島
弁
才

貴
子
氏
は
『
頼
朝
の

倉
幕
府
と
江
の
島
弁

頼
朝
が
中
心
と
な

近
い
江
の
島
が
登
場

は
り
地
理
的
な
関
係

将
軍
家
の
江
の
島
弁

る
。こ

れ
ら
江
の
島
の

で
あ
る
。
ま
た
『
浜

面
は
、
共
に
祝
賀
的

頼
朝
や
鎌
倉
政
権
を

華
を
祝
福
す
る
鶴
岡

と
言
え
る
。『
頼
朝
の

御
伽
草
子

参
れ
た
り
（『
唐

『
浜
出
草
紙
』
は
、

そ
の
中
で
三
日
目
に

場
面
で
あ
る
。『
唐
糸

頼
朝
の
許
に
奉
公
し

朝
の
御
前
で
今
様
を

天
は
頼
家
達
に
福
を
授
け
る
存
在
と
さ

最
期
』
と
『
太
平
記
』「
時
政
参
籠
榎

才
天
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
述
べ
て

る
作
品
は
鎌
倉
が
舞
台
と
な
る
。
そ
の

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
か
も
し
れ

だ
け
で
は
な
く
、『
吾
妻
鏡
』
に
見
ら

才
天
信
仰
が
背
景
に
あ
る
た
め
、
江
の

登
場
す
る
作
品
は
、
い
ず
れ
も
頼
朝
を

出
草
紙
』
と
『
唐
糸
さ
う
し
』
の
江
の

囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。『
浜
出
草
紙

祝
福
し
た
作
品
で
あ
る
。『
唐
糸
さ
う

八
幡
宮
で
の
奉
納
の
場
面
で
あ
り
、
こ

最
期
』
は
頼
朝
で
は
な
く
頼
家
の
時

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

糸
さ
う
し
』）

梶
原
景
時
を
初
め
と
す
る
御
家
人
が

江
の
島
詣
で
に
事
寄
せ
て
、
浜
辺
で
舞

さ
う
し
』
は
、
唐
糸
の
娘
万
寿
が
母

て
い
た
。
こ
の
場
面
は
、
万
寿
が
鶴
岡

奉
納
す
る
場
面
で
あ
り
、
引
用
部
分
は

れ
て
い
る
。
田
中

島
事
」
か
ら
、
鎌

お
ら
れ
る
。

た
め
、
鎌
倉
か
ら

な
い
。
し
か
し
や

れ
る
よ
う
な
鎌
倉

島
は
御
伽
草
子
世

『
浜
出
草
紙
』

で
は
な
い
だ

に
江
の
島
が

倉
政
権
奉
祝

佐
伯
真
一

い
て
、「
源
平

朝
に
よ
る
平

主
題
と
し
た
作
品

島
が
出
て
く
る
場

』
は
作
品
全
体
が

し
』
も
頼
朝
の
栄

れ
も
祝
賀
の
場
面

代
の
話
と
な
っ
て

か
く
て

ん
じ
の

末
尾
の
「

じ
の
御
よ
に

り
、
物
語
の

る
と
言
う
こ

祝
す
る
の
で

頼
朝
を
接
待
す
る
。

楽
を
催
す
と
い
う

を
助
け
る
た
め
に
、

八
幡
宮
に
て
、
頼

今
様
の
歌
詞
で
あ

界
の
中
で
頼

考
え
ら
れ
る

意
味
を
持
つ

こ
こ
で
『

に
な
さ
ん
た

は
次
の
よ
う

や
『
唐
糸
さ
う
し
』
と
主
題
を
同
じ

ろ
う
か
。
御
伽
草
子
の
中
で
は
頼
朝
や

用
い
ら
れ
て
お
り
、
江
の
島
弁
才
天
は

と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら

氏
は
鎌
倉
政
権
へ
の
寿
祝
が
中
世
後
期

合
戦
期
の
動
乱
を
収
め
た
頼
朝
と
い

和
」
を
武
家
政
権
そ
の
も
の
の
由
来
譚

、
ひ
や
う
ほ
う
ゆ
へ
日
本
国
を
お
も
ひ

御
代
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
け
り

げ
ん
じ
の
御
代
と
な
ら
せ
た
ま
ひ
け
り

な
さ
ん
た
め
」
援
助
し
た
と
い
う
記
述

最
後
に
は
義
経
一
人
か
ら
源
氏
の
御
代

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
『
御
曹
子

は
な
く
、
源
氏
の
御
代
を
奉
祝
し
て
物 一

朝
や
鎌
倉
政
権
を
讃
え
る
場
面
に
用
い

。
こ
の
こ
と
は
『
御
曹
子
島
渡
』
に
つ

。御
曹
子
島
渡
』
に
戻
る
と
、
江
の
島
弁

め
」
義
経
を
助
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。

に
結
ば
れ
て
い
る
。

く
し
て
い
る
と
言
え
る
の

鎌
倉
政
権
を
讃
え
る
た
め

『
御
曹
子
島
渡
』
で
も
鎌

れ
る
。

の
文
芸
に
多
い
こ
と
に
つ

う
認
識
が
、
次
第
に
「
頼

と
し
て
語
る
も
の
と
な
り
、

の
ま
ゝ
に
し
た
が
へ
て
げ

」
と
、
弁
才
天
が
「
げ
ん

は
明
ら
か
に
呼
応
し
て
お

に
視
野
が
広
げ
ら
れ
て
い

島
渡
』
が
義
経
一
人
を
奉

語
を
締
め
く
く
る
の
は
、

六
六

ら
れ
る
場
所
と
な
っ
た
と

い
て
考
え
る
時
、
重
要
な

才
天
は
「
げ
ん
じ
の
御
よ

そ
し
て
こ
の
物
語
の
末
尾



御
伽
草
子

を
御
伽
文
庫
本
に
代

弁
才
天
と
さ
れ
て
い

そ
れ
が
江
の
島
弁
才

察
し
た
い
。
そ
れ
に

別
れ
の
場
面
に
注
目

伽
文
庫
」（
以
下
御
伽

本
以
外
に
も
、
江
戸

本
間
の
異
同
か
ら
、

『
御
曹
子
島
渡
』
の

や
大
東
急
記
念
文
庫

田
県
立
図
書
館
本
（

島
弁
才
天
に
関
す
る

も
の
に
化
し
て
い
っ

に
も
こ
の
こ
と
が
当

源
氏
の
御
代
と
江
の

の
世
の
始
ま
り
と
し

五
、

こ
れ
ま
で
江
の
島

つ
い
に
は
寿
祝
の
対

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

表
さ
れ
る
流
布
本
の
比
較
対
象
と
す
る

る
朝
日
天
女
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

天
の
記
述
の
有
無
と
ど
の
よ
う
に
関
係

当
り
、
両
者
の
差
が
最
も
顕
著
で
あ
る

し
た
い
。

文
庫
本
）
を
用
い
て
考
察
し
て
き
た

期
の
写
本
が
少
な
い
な
が
ら
も
現
存
し

江
の
島
弁
才
天
を
捉
え
た
い
。

諸
本
は
大
き
く
三
系
統
に
分
け
ら
れ

蔵
本
な
ど
の
流
布
本
系
統
諸
本
と
、
そ

以
下
秋
田
本
）
や
赤
木
文
庫
旧
蔵
本
が

記
述
は
、
秋
田
本
に
だ
け
見
ら
れ
な
い

た
」
こ
と
を
背
景
に
見
て
お
ら
れ
る

て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
。『
御
曹
子

島
弁
才
天
を
組
み
合
わ
せ
て
用
い
る
こ

て
の
鎌
倉
政
権
を
奉
祝
し
た
の
で
は
な

江
の
島
弁
才
天
と
『
御
曹
子
島
渡

弁
才
天
と
『
御
曹
子
島
渡
』
と
の
関
係

象
と
し
て
、「
頼
朝
」
が
一
つ
の
め
で

。
両
者
で
江
の
島

い
る
か
を
比
較
し
、

し
て
い
る
か
を
考

、
義
経
と
天
女
の

か
な
ら

た
ば
か

ひ
、（
秋

御
伽
文
庫

線
部
の
よ
う

。
こ
の
御
伽
文
庫

て
い
る
。
次
に
諸

る
。
御
伽
文
庫
本

の
異
本
と
し
て
秋

あ
る
。
こ
の
江
の

。
よ
っ
て
秋
田
本

べ
し
。

て
。
天

（
義
経
の

へ
と
も

り
う
じ

に
ほ
ん

お
も
ひ

。『
御
曹
子
島
渡
』

島
渡
』
の
作
者
は

と
に
よ
り
、
武
士

い
だ
ろ
う
か
。

』
諸
本

を
、
渋
川
版
「
御

へ
り
給

の
が
れ

は
ら
国

ゝ
給
ひ

な
ご
り

か
す
べ

の
と
き

た
い
記
号
の
如
き

天
女
み

一

す
む
か
い
を
、
ま
い
ら
す
べ
し
、
そ
れ

り
す
ま
し
、
う
し
わ
か
と
の
、
な
み
だ

田
本
）

本
で
は
、
天
女
は
ま
ず
日
本
に
帰
る
こ

に
、
兵
法
の
使
い
方
を
義
経
に
教
え
て

（
中
略
）
大
事
い
で
き
ぬ
そ
の
さ
き
に

女
は
う
ち
に
入
給
ふ
。（
御
伽
文
庫
本

言
葉
）
御
み
も
此
た
ひ
、
か
た
ら
い

、
御
み
の
こ
と
く
な
る
、
す
か
た
か
た

ん
見
い
れ
た
ま
ふ
な
り
、
も
し
さ
も
あ

に
か
へ
る
へ
き
こ
と
、
ち
し
や
う
と
も

な
か
ら
も
、
ち
か
ら
な
し
、
い
つ
れ
も

へ
と
ぞ
仰
け
る
。
よ
し
つ
ね
き
こ
し
め

ず
は
。
わ
れ
も
と
も
に
御
身
の
ご
と
く

へ
い
さ
ゝ
せ
給
へ
。
御
と
も
申
さ
ん
と

。
あ
し
は
ら
国
へ
ま
い
る
事
。
ゆ
め

お
し
み
の
物
が
た
り
に
。
此
ひ
や
う
ほ

し
。
御
み
を
返
し
申
さ
ん
に
。
さ
だ
め

ゑ
ん
さ
ん
と
い
ふ
ほ
う
を
。
を
こ
な
ひ

給
ひ
。（
中
略
）
大
事
の
い
で
き
ぬ
そ

六
七

ま
で
ま
た
せ
給
へ
と
て
、

の
ふ
ぜ
い
し
て
、
出
た
ま

と
を
勧
め
る
。
そ
し
て
傍

彼
を
帰
ら
せ
る
。
や
が
て

と
く

か
へ
り
給
へ
と

）て
、
か
へ
り
た
く
、
お
も

ち
の
、
あ
つ
ば
れ
な
る
は
、

れ
ば
、
わ
れ
も
御
み
も
、

、
お
ほ
え
す
さ
ふ
ら
へ
は
、

、
あ
く
る
は
る
の
こ
ろ
は
、

し
。
大
事
出
来
御
身
の
命

成
べ
し
。
さ
ら
ず
は
あ
し

あ
り
け
れ
ば
天
女
是
を
き

な
ら
ざ
る
事
に
て
有
。

う
の
い
と
く
を
か
た
り
き

て
討
手
む
か
ふ
べ
し
。
そ

う
し
ろ
へ
な
げ
さ
せ
給
ふ

の
さ
き
に
。
は
や

か



が
し
、
そ
の
霊
威
の

う
」
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
特
に

が
「
神
に
傅
い
て
後

日
と
云
ふ
名
が
あ
る

た
ち
に
は
、「
何
日
」

れ
る
。

て
描
か
れ
て
お
り
、

し
て
描
か
れ
て
い
る

の
は
、
流
布
本
系
統

で
あ
る
。

男
性
よ
り
優
位
に

は
「
非
力
な
男
性
に

を
満
た
さ
せ
る
わ
け

御
伽
草
子

義
経
は
兵
法
を
用
い

一
方
、
秋
田
本
で

日
を
騙
し
た
上
、
泣

女
の
発
言
は
な
く
、

こ
こ
か
ら
朝
日
天

い
っ
た
流
布
本
系
統

発
動
を
ひ
た
す
ら
待
つ
巫
女
の
役
割
に

る
。
神
に
近
い
存
在
、
つ
ま
り
神
的
な

朝
日
天
女
の
朝
日
と
い
う
名
前
に
つ
い

に
自
ら
も
神
に
祭
ら
る
ゝ
」
女
性
に

」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
福
田
晃

を
称
す
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た

秋
田
本
で
は
利
用
さ
れ
騙
さ
れ
る
無
力

。
言
い
換
え
る
と
、
こ
の
場
面
で
主
導

の
諸
本
で
は
朝
日
天
女
で
あ
り
、
秋
田

立
ち
、
男
性
を
援
助
す
る
女
性
に
つ
い

女
性
の
持
つ
生
産
力
を
分
け
与
え
、
男

で
あ
り
、
そ
れ
は
神
を
讃
嘆
し
続
け
、

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

て
無
事
日
本
に
帰
っ
て
く
る
。

は
義
経
は
兵
法
を
手
に
入
れ
た
後
、
傍

く
ふ
り
ま
で
し
て
船
に
乗
っ
て
逃
げ
る

兵
法
は
義
経
自
身
が
読
ん
で
日
本
へ
帰

女
の
描
か
れ
方
の
違
い
が
見
え
て
く
る

諸
本
で
は
天
女
は
義
経
を
援
助
し
、
守

等
し
い
と
い
え
よ

性
格
を
持
っ
て
い

て
、
柳
田
国
男
氏

多
く
、「
巫
女
に
朝

氏
は
「
民
間
巫
女

」
と
述
べ
て
お
ら

味
に
つ
い
て

論
の
通
り
、

な
っ
た
と
考

し
か
し
そ

島
弁
才
天
は

を
成
就
さ
せ

ず
言
え
る
。

で
哀
れ
な
女
性
と

権
を
持
っ
て
い
る

本
で
は
義
経
な
の

て
、
徳
田
和
夫
氏

性
の
所
期
の
願
望

神
の
降
臨
を
う
な

し
か
し
秋

不
要
で
は
な

い
。
や
は
り

江
の
島
弁
才

本
稿
で
は

線
部
の
よ
う
に
朝

。
秋
田
本
で
は
天

っ
て
く
る
。

。
御
伽
文
庫
本
と

り
導
く
女
性
と
し

流
布
本
系

で
あ
る
。
そ

で
あ
り
、
神

天
の
記
述
の

性
格
が
強
い

必
然
性
が
あ

考
え
て
き
た
。
弁
才
天
の
水
の
神
と
い

こ
の
物
語
が
水
を
基
調
と
し
て
い
る
こ

え
ら
れ
る
。

れ
だ
け
で
は
江
の
島
弁
才
天
で
あ
る
理

中
世
末
期
に
は
軍
神
と
し
て
の
信
仰
を

る
女
神
と
し
て
、
江
の
島
弁
才
天
が
ふ

ま
た
江
の
島
と
い
う
場
所
は
、
鎌
倉
将

田
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
無
力
な
朝
日

か
っ
た
か
。
ま
た
、
秋
田
本
の
末
尾
に

江
の
島
弁
才
天
を
こ
の
作
品
に
取
り
込

天
記
述
が
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

お
わ
り
に

、
御
伽
草
子
『
御
曹
子
島
渡
』
に
江
の 一

統
諸
本
に
お
け
る
義
経
を
守
り
導
く
天

れ
に
対
し
て
、
秋
田
本
の
朝
日
は
男
性

的
性
格
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

有
無
を
決
定
付
け
て
い
る
の
で
は
な
い

流
布
本
系
統
諸
本
で
は
、
江
の
島
弁
才

る
。

う
性
質
は
、
島
内
氏
の
御

と
か
ら
結
び
つ
く
要
因
に

由
に
は
な
ら
な
い
。
江
の

集
め
て
い
た
。
兵
法
取
得

さ
わ
し
い
と
い
う
の
が
ま

軍
家
を
思
い
出
さ
せ
る
場

に
は
、
江
の
島
弁
才
天
は

は
源
氏
奉
祝
が
見
ら
れ
な

む
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、

島
弁
才
天
が
登
場
す
る
意

六
八

女
は
、
神
的
性
格
が
濃
厚

に
騙
さ
れ
る
哀
れ
な
女
性

な
違
い
が
、
江
の
島
弁
才

だ
ろ
う
か
。
天
女
の
神
的

天
と
い
っ
た
神
仏
で
あ
る



御
伽
草
子

に
結
び
付
い
た
。
或

つ
女
性
に
な
っ
た
と

て
い
た
江
の
島
側
の

世
末
期
、
岩
本
坊
、

総
別
当
の
地
位
に
あ

が
物
語
の
最
後
に
神

な
い
。
こ
の
場
合
の

る
。
よ
っ
て
こ
の
江

れ
た
可
能
性
が
大
き

義
経
と
朝
日
天
女

の
た
め
江
の
島
弁
才

か
。
江
の
島
弁
才
天

讃
え
る
場
と
し
て
、

頼
朝
の
勧
請
、
将
軍

る
。
江
の
島
弁
才
天

い
神
だ
っ
た
の
で
あ

「
こ
の
天
女
の
本
地

葉
が
使
わ
れ
て
い
る

く
作
ら
れ
て
い
る
。

所
で
も
あ
っ
た
。
御

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

は
江
の
島
弁
才
天
が
付
与
さ
れ
た
た
め

も
考
え
ら
れ
る
。
背
後
に
は
源
氏
と
の

働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

上
之
坊
、
下
之
坊
と
い
う
別
当
寺
が
あ

っ
た
岩
本
坊
は
『
江
島
縁
起
』
を
保
管

仏
と
な
っ
て
現
れ
る
と
い
う
、
本
地
物

「
本
地
」
は
、
素
性
や
本
性
と
い
っ
た

の
島
弁
才
天
の
記
述
は
、
む
し
ろ
後
か

い
と
考
え
て
い
る
。

の
恋
愛
を
中
心
と
す
る
兵
法
取
得
譚
に

天
が
助
力
し
た
と
い
う
要
素
が
付
与
さ

は
流
布
本
系
統
諸
本
の
よ
う
な
神
的
性

鶴
岡
八
幡
宮
に
次
ぐ
地
位
が
与
え
ら
れ

家
参
詣
と
い
う
記
憶
が
綿
々
と
残
っ
て

は
鎌
倉
政
権
成
立
を
援
助
す
る
軍
神
と

る
。を

く
は
し
く
た
つ
ぬ
る
に
」
に
は
、

。
室
町
時
代
を
中
心
に
、
本
地
物
と
呼

し
か
し
現
存
し
て
い
る
『
御
曹
子
島
渡

伽
草
子
の
中
で
は
、
頼
朝
を
中
心
と
す

、
神
的
性
格
を
持

関
わ
り
を
主
張
し

。
江
の
島
に
は
中

っ
た
が
、
中
で
も

し
て
お
り
、
宣
伝

注

に

建
仁
元

一
日

建
保
四

十
六

安
貞
二

形
式
は
取
っ
て
い

意
味
で
使
っ
て
い

ら
物
語
に
付
加
さ

、
鎌
倉
政
権
成
立

れ
た
の
で
は
な
い

格
を
持
っ
た
女
性

神
史
』

河
北
洋

（『
広
島
女

是
沢
恭

九
五
五
年

藤
沢
市

一
九
七
二

『
新
訂

四
年
七
月

二
月

て
い
た
。
そ
れ
は

い
た
た
め
と
言
え

し
て
、
ふ
さ
わ
し

「
本
地
」
と
い
う
言

ば
れ
る
作
品
が
多

』
は
、
登
場
人
物

と
も
あ
れ

兵
法
、
援
助

草
子
と
呼
ば

な
っ
た
の
で

注

島
内
景

る
鎌
倉
将
軍
家
を

活
動
を
し
て

一

同
じ

年
六
月
一
日

己
卯
。
陰
。
寅
剋
。
左
金
吾
御
参
江
島
明

年
三
月
十
六
日

日
己
巳
。
快
霽
。
御
台
所
詣
江
島
給
。（

年
四
月
二
十
二
日

ぺ
り
か
ん
社

一
九
八
八
年
五
月
）

子
「『
御
曹
子
島
渡
』
が
示
す
も
の
｜
異
界

学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
二
十
九
号

一

三
『
江
島
弁
財
天
信
仰
史
』
東
京
史
談
会

四
月

史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
藤
沢
市
史

第
四

年
三
月

増
補
国
史
大
系

第
三
十
二
巻

吾
妻
鏡
前

、『
新
訂
増
補
国
史
大
系

第
三
十
三
巻

、
江
の
島
弁
才
天
は
『
御
曹
子
島
渡
』

す
る
女
性
」
と
関
わ
り
の
あ
る
神
で
あ

れ
る
作
品
は
多
い
が
、『
御
曹
子
島
渡

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

二
「『
御
曹
子
島
渡
り
』
｜
女
性
の
援
助
」

い
た
よ
う
で
あ
る
。

六
九

神
。（
以
下
略
）

以
下
略
）

と
現
実
の
は
ざ
ま
か
ら
｜
」

九
九
九
年
十
二
月
）

一
九
五
四
年
十
二
月
、
一

巻

通
史
編
』
藤
沢
市
役
所

篇
』
吉
川
弘
文
館

一
九
六

吾
妻
鏡
後
篇
』
一
九
六
五
年

に
含
ま
れ
る
要
素
「
源
氏
、

っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
御
伽

』
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に

（
島
内
景
二
『
御
伽
草
子
の
精



今
度
自
最
前
、

享
徳
四
年
三

間
宮
肥
前

間
宮
肥
前
守
の

さ
れ
る
。

注

に
同
じ

注

に
同
じ

塙
保
己
一
編
『

年
十
二
月

注

に
同
じ

寛
喜
元
年
十
一

江
島
神
有

託

成
群
云
々
。

注

に
同
じ

貫
達
人
編
『
改

月
一
九
三
八

鎌

「
御
感
状

間

（
包
紙
、
ウ
ハ
書

御
伽
草
子

廿
二
日
乙
丑

注

に
同
じ

承
元
二
年
六
月

十
六
日
甲
申

仍
被
仰
祈

元
仁
元
年
六
月

六
日
壬
申
。

（
中
略
）
江
島於

鎌
倉
、
致
警
固
之
條
、
神
妙
也
、
弥
可
励

月
十
二
日

（
花
押
）（
足
利
成
氏
）

守
と
の
へ

子
息
は
、
江
の
島
の
別
当
寺
で
あ
る
岩
本
坊

群
書
類
従

第
二
十
一
輯
』
続
群
書
類
従

月
十
七
日

宣
。
於

崇
敬
之
族

者
。
可

授

福
田

訂
新
編
相
州
古
文
書

第
五
巻
』
角
川
書

倉
御
所
足
利
成
氏
御
教
書

宮
肥
前
」

） 『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

。
小
雨
。
将
軍
家
御
参
江
島
明
神
。（
以
下

十
六
日

。
快
晴
。
自
去
月
至
今
。
不
降
一
滴

雨
事
於
鶴
岳
供
僧
等
之
処
。
群
参
江
島
。

六
日

霽
。
炎
旱
渉
旬
。
仍
今
日
為
祈
雨
。
被

龍
穴
信
賢
。
此
御
祓
。
関
東
今
度
始
也
。

勤
厚
之
状
如
件
、

の
住
僧
で
あ
っ
た
と

完
成
会

一
九
三
一

田
中
貴

絵
巻
』
へ

佐
伯
真

話
論
集

松
本
隆

一
号

一

省
堂

一

の
に
は

統
諸
本
、

之
由
云
々
。
仍
道
俗

店

一
九
七
〇
年
七

佐
成
謙

芳
賀
矢

九
一
五
年

田
中
充

注

に

市
古
貞

七
一
年
十

市
古
貞

九
七
一
年

略
）

雨
。
庶
民
失
耕
作
術
。

祈
請
龍
穴
云
々
。

行
霊
所
七
瀬
御
祓
。

（
以
下
略
）

注

に

竹
内
秀

精
興
社

山
本
ひ

仰
を
め
ぐ

『
大
正

金
井
清

版
会

一
子
「
竜
蛇
と
な
っ
た
〈
悪
女
『
道
成
寺
縁

」（
田
中
貴
子
『〈
悪
女

論
』
紀
伊
國
屋

一
「
源
頼
朝
と
軍
記
・
説
話
・
物
語
」（
説

第
二
集

説
話
と
軍
記
物
語
』
清
文
堂

信
「
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録

九
六
二
年
三
月
、
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会

九
八
二
年
八
月
所
収
）
を
基
に
、
補
足
し
次

「
＊
」
を
付
け
て
い
る
。（
一
）
の
（
イ
）（
ロ

（
二
）（
三
）
は
異
本
で
あ
る
。

太
郎
『
謡
曲
大
観

第
一
巻
』
明
治
書
院

一
、
佐
佐
木
信
綱
校
注
『
校
註
謡
曲
叢
書

四
月
）
臨
川
書
店

一
九
八
七
年
十
月

編
『
未
刊
謡
曲
集

続
十
八
』
古
典
文
庫

同
じ

次
編
『
御
伽
草
子

全
二
十
三
冊
』

浜
出

月次
編
『
御
伽
草
子

全
二
十
三
冊
』
５
唐
糸

十
月

一

同
じ

雄
校
注
『
神
道
大
系

神
社
編
十
六

駿

一
九
八
〇
年
三
月

ろ
子
「
宇
賀
神
王
｜
そ
の
中
世
的
様
態

｜

っ
て
」（『
神
語
り
研
究
』
第
三
号

一
九
八

新
脩
大
蔵
経
』
経
集
部
三

光
「
福
神
狂
言
の
形
成
」（
秋
山
虔
『
中
世

九
七
二
年
五
月
）

起
絵
巻
』
か
ら
『
華
厳
縁
起

書
店

一
九
九
二
年
六
月
）

話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説

一
九
九
二
年
四
月
）

」（
初
出
『
斯
道
文
庫
論
集
』

議
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
三

に
提
示
し
た
。
補
足
し
た
も

）（
ハ
）（
ニ
）
は
流
布
本
系

一
九
六
三
年
十
二
月

第
一
巻
』
復
刻
版
（
初
版
一

一
九
九
六
年
四
月

草
紙

三
弥
井
書
店

一
九

さ
う
し

三
弥
井
書
店

一

七
〇

河
・
伊
豆
・
甲

・
相
模
国
』

｜
叡
山
に
お
け
る
弁
才
天
信

九
年
十
一
月
）

文
学
の
研
究
』
東
京
大
学
出



御
伽
草
子

秋
田
本
の
末
尾

さ
り
、
申
は
か
り

え
て
終
わ
っ
て
い

使
用
テ
キ
ス
ト

『
御
曹
子
島
渡
』
の

（
三
）
赤
木
文

徳
田
和
夫
「
背

柳
田
国
男
「
神

一
九
二
〇
年
二
月

五
月
）

福
田
晃
「
児
持

（

）（
初
出
原
題

四
五
号

一
九
八

一
九
八
四
年
五
月

（
イ
）
大
東

九
曜

に
影

（
ロ
）
赤
木

支
子

（
ハ
）
山
田

（
ニ
）
刊
丹

御
伽

赤
木

（
二
）
秋
田
県

（
一
）

『
御
曹
子
島
渡
』
と
江
の
島
弁
才
天

は
「
御
さ
う
し
の
、
御
く
は
ほ
う
は
、
月
に

は
、
な
か
り
け
り
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
義

る
。本

文
は
、
御
伽
文
庫
本
は
市
古
貞
次
編

庫
旧
蔵
絵
巻

大
一
軸

後
の
神
女
」（『
国
語
通
信
』
二
五
七
号

一

を
助
け
た
話
」（
初
出
柳
田
国
男
『
神
を
助

、『
定
本
柳
田
国
男
集

第
十
二
巻
』
筑
摩

山
縁
起
の
源
流
（
二
）｜
日
光
感
精
譚
と

「
神
道
集
『
上
野
国
児
持
山
之
事
』
の
源
流

二
年
五
月
、
福
田
晃
『
神
道
集
説
話
の
成

所
収
）

急
記
念
文
庫
蔵
絵
巻

大
二
軸

文
庫
蔵
絵
巻

上
欠
（
中
野
幸
一
編
『
奈
良

印
）

文
庫
旧
蔵
絵
巻

大
二
軸

文
庫
蔵
絵
巻
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク

平
十
郎
旧
蔵
奈
良
絵
本

特
大
三
冊

緑
絵
入
横
本
二
巻

上
欠

文
庫
本

文
庫
旧
蔵
「
文
鳳
堂
雑
纂
」
所
収
写
本

立
図
書
館
蔵
絵
巻

大
一
軸

か
さ
な
り
、
日
に
ま

経
の
果
報
を
褒
め
讃

『
御
伽
草
子

全
二
十

九
八
三
年
八
月
）

け
た
話
』
玄
文
社

書
房

一
九
六
九
年

児
持
山
縁
起
｜
」
注

」『
論
究
日
本
文
学
』

立
』
三
弥
井
書
店

絵
本
絵
巻
集
』
十
一

ロ
フ
ィ
ル
ム
）

訂
『
室
町
時

〔
付
記
〕
本

同
志
社
大

も
の
を
基

深
く
御
礼

三
冊
』
４
御

一

代
物
語
集

第
五
』（
井
上
書
房

一
九
六

稿
は
伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例
会
（
二
〇
〇

学
国
文
学
会
（
二
〇
〇
四
年
六
月
二
十
日
）

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
席
上
、
多
く
の
貴

申
し
上
げ
ま
す
。

曹
司
島
渡
（
三
弥
井
書
店

一
九
七
一
年

七
一

二
年
六
月
）
に
拠
っ
て
い
る
。

三
年
五
月
十
八
日
）
及
び
、

に
お
い
て
、
口
頭
発
表
し
た

重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。

十
月
）、
秋
田
本
は
横
山
重
校


